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Circumstances of Launching Monthly Magazine "Hakobe" and  
its Fundamental Conditions 







This paper examined the background which a monthly magazine by Citizen Editorial Committee has been 
launched. Study materials are a monthly magazine and a public hall paper which are published in Matsukawa 
Town, Nagano Prefecture. As a result, it became clear that there was a conflict between the town government and 
the public hall newspaper editors. 
However, it was found that there is a sort of residents attitude as the background of the conflict. And this paper 
has determined that the attitude has been cultivated by social education, which has been continuing to practice in 
this town. 
Therefore, this paper suggests that it is important for the community media research to consider the conditions 




























「国勢調査」および「長野県統計情報データ検索 — 長野県の統計情報」から，2010 年の産業別（大




は 1390 戸であり，「稲」が 322 戸（23.9%）であるのに対して，「果樹」は 735 戸（52.9%）となってい
る（データ：2010 年世界農業センサス）。農業産出額をみると，松川町の総額は 300 千万円であり，
「米」が 26千万円（8.7％），「野菜」が 17千万円（5.7％）であるのに対して，「果実」は 194千
万円（64.7％）となっている（データ：平成 18年生産農業所得統計）。 
 
 月刊誌「はこべ」創刊の経緯と基盤的条件 57 
 
 































⑩本誌の寸法が，JIS A5 よりも短辺が６mm 長くなっている 
特徴をまとめれば，「はこべ」は，「はこべの会」の会誌であり，会員（会員の家族）であれば，ジ
ャンルや「文章のレベル」を問わず投稿することができ，投稿された原稿は，基本的にすべて掲載さ
れる。なお，会費（会員購読料）は月額 300 円であり，送料は 100 円である。また，松川町内および
飯田市の書店等でも定価 500 円で販売されている。 
2.1.2.「はこべの会」会員と編集委員 
現在の会員数は明らかにできていないが，「はこべ」創刊号［1977（昭和 52）年４月］に掲載されて
いる会員名簿には，118 名の名前があり（２），創刊 1 年後の「はこべ」13 号［1978（昭和 53）年４月］
の掲載されている会員名簿では，町内 340 人，町外 26 人，計 366 人とされている。また，「はこべ」
390 号［2009（平成 21）年９月］に掲載されている久保田の文章によれば，過去には「1000 人に近い
会員数の時もあったが，現在は 500 人を下っている」とある（久保田，2009b，47）。また「はこべ」
389 号［2009（平成 21）年８月］に掲載されている「2008 年度 はこべの会 会計報告」では，会費












年），モーテル建設問題（1981 年），農業先進地視察（1982 年），新興宗教施設建設問題（1996 年），
町内の河川改修問題（1997 年），町村合併問題（2003 年），町会議員インタビュー（2005 年），水力発




「館報まつかわ」は，1956（昭和 31）年９月 20 日に創刊された公民館報であり，本稿執筆時まで











また，1968（昭和 43）年 12 月 1 日施行の「松川町公民館運営規則」では，公民館専門部について
以下のように定められている（松川町公民館，1981，64）。 
第４条 事業運営のための部門は社会部，編集部及び体育部とする。 






（昭和 31）年９月 20 日］から 4 号［1957（昭和 32）年４月 20 日］までは，「責任者 大場源之丞  
編集人 松川町編集部」とある。5 号［1957（昭和 32）年６月 10 日］から 16 号［1958（昭和 33）年
９月５日］までは「責任者 原太一  編集人 松川町編集部」となる。そして 17 号［1958（昭和 31）
年 10 月 15 日］以降は「責任者 原太一  編集人 公民館編集部」となっている。『縮刷版まつか
わ』によれば，創刊から 4 号までの責任者である大場源之丞は，松川町長であり公民館長を兼務して
















松川町役場職員による編集作業は 16 号で終わり，17 号からは公民館編集部が編集作業を行うこと
になるが，しかし，町広報の要素を残したまま「館報まつかわ」は発行され続けたと考えられる。「館










つまり，公民館編集部の認識としては，昭和 42 年度まで，17 号［1958（昭和 33）年 10 月 15 日］
以降も自治体広報の性格を持ち続けていたこととなる。 
松川町役場ホームページの「広報の歴史を辿る」によれば，松川町広報の創刊は，1968（昭和 43）
年 11 月 1 日で，名称は「広報松川」となっている（現在の名称は「広報まつかわ」）。 














（昭和 51）年 2 月 1 日］第四面に「町の文化月刊誌の発
行」の記事が掲載されている（図３，松川町公民館編集
図３ 呼びかけ 
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部，1976，716）。 

















      表３ 編集委員の比較（ゴチックは重複） 
1976 年度「館報まつかわ」編集委員 「はこべ」創刊時の編集委員 
編集部長  大島素行 
編集副部長 森谷岩夫 
編集部員  北島正隆，下沢太造， 
           古沢節子，大内利春 
           森下茂生 








































































中央小学校発足の記事は，「館報まつかわ」78 号［1966（昭和 41）年３月 30 日］の第一面に掲載さ
れている。これは，町議会で二つの小学校を統合し，新たな学校名と設置場所を定めた条例が議決さ
れたことを紹介している。次いで 79 号［1966（昭和 41）年４月 20 日］では，「中央小新築の第一年」
を主見出しに掲げ，昭和 41 年度の町予算の詳細な紹介記事を掲載している。それから約一年後，86 号
［1967（昭和 42）年５月 1 日］でも，昭和 42 年度の町予算紹介記事に「中央小完成に全力」を主見
出しとし，記事の中では「歳出面で一番大きな事業に中央小学校の新築がある」としている（松川町
公民館編集部，1976）。 






続いて，81 号［1966（昭和 41）年８月 13 日］では公民館及び関連団体の二つの集会の紹介記事が
掲載されている。「婦人団体連絡協議会」の婦人集会紹介記事では，「町公民館本館の建築の要求」の























ここで注目するのは，選挙運動等に関する批判的記事である。35 号［1960（昭和 35）年 11 月 15 日］










67 号［1964（昭和 39）年９月 27 日］では，新町長の抱負を紹介する記事のすぐ横に「主張」欄を
設け，編集部から特定の候補者を集落として推薦する「部落推薦」への問題提起がなされ，意見を示
している（松川町公民館編集部，1976，258）。 




















「プラント跡地」に関する記事は，141 号［1975（昭和 50）年７月 1 日］に掲載されている。「プラ














翌号の 104 号［1970（昭和 45）年９月 28 日］では，公民館はじめ，諸団体が行ったモーテル反対




































既述のように，本稿では，1968（昭和 43）年の 97 号から館報と町役場広報とが分離したと捉えて




介してしている。しかし，これは，1968（昭和 43）年６月 1 日の 94 号で終わる（８）。1969（昭和 44）
年度の予算が紙媒体で町民に知らされるのは，1966（昭和 41）年 11 月に創刊された松川町役場の「広
報松川」６号［1969（昭和 44）年４月 1 日］（松川町役場ホームページ「広報の歴史を辿る」「創刊～
昭和 43 年度 広報松川」）によってであると考えられる。 
また，「館報まつかわ」には，公民館編集部が社会教育の観点から取材したのではない記事も見受け
られる。例えば，３号［1957（昭和 32）年 1 月 1 日］には，町議会議長の年頭挨拶，監査委員決定，
農業委員決定，民生委員決定の通知が掲載されている。同年４月 20 日の４号には，助役の就任挨拶が
掲載されている。21 号［1959（昭和 34）年６月 30 日］には，町議会の各種委員会構成が掲載され，











た有線放送 大島地区の住民は叫ぶ」（17 号），「町政に望む」（46 号・投稿），「汚職を一掃し町政刷新
を期待する（46 号・投稿），「新しい町政に望む」（68 号），「町営水道について」（85 号），既述の「残
念だった選挙違反者の減刑嘆願運動」（87 号）などがある。これらは町政・町議会に関する「主張」で
あると考えられる。 





































































大島村には大島村婦人会の「あじさい」があり，1956（昭和 31）年から 1962（昭和 37）年に全 8 号
が発行された。同じく生田村婦人会の「ははこぐさ」は，1956（昭和 31）年から 1961（昭和 36）年に
全 11 号が発行された。その後，婦人会の合併によって松川町婦人会が組織され，文集「松川」は 1962





年から 1976（昭和 51）年にかけて全 9 号を発行し，大島地区の若妻会では「かぜ」を 1970（昭和 45）
年から 1976（昭和 51）年まで全 7 号を発行している。若妻会の合併による松川町の若妻会は文集「ま
つぼっくり」を 1977（昭和 52）年から 1984（昭和 59）年まで全８号を発行していた。 
4.1.3リレー日記 
これら以外にも，合併前の生田村塩倉地区で始められた「リレー日記」，松川町増野地区の開拓を綴




松原千広によれば，塩倉地区の「リレー日記」は，「昭和 34 年に 1 人の婦人のリーダーがリレー日
記をつけてみようとみんなに提案。試しにノートを回してみたところ，当時の会員 20 名全員が何かを
書いたノートがリーダーのところへ戻ってきた」（松原，1984，2）。その時以来，少なくとも 1984（昭


















































人会が発足した。当時の会員は 1500 名とされている。1962（昭和 37）年に生田村の統合に伴い，生
田村婦人会も松川町婦人会に統合され，その時の会員は 2000 名とされている。 
それ以降の会員数を『松川町史第二巻』に拾うと，1968（昭和 43）年に会員 1700 名，1975（昭和
50）年は会員 1300 名の記載がある。1975 年については，「婦人会のみならず，青年団・若妻会・４H
クラブ等同じ悩みを抱えていた。即ち会員の減少である。」との記述がある（松川町史第二巻編纂専門
委員会，2010，211）。更に会員数に関する記載を追うと，1998（平成 10）年会員 45 名，2001（平成
13）年会員 66 名，2012（平成 14 年）会員 72 名，2013（平成 15）年会員 80 名，2014（平成 16）年会
員 84 名，2016（平成 18）年会員 65 名の記載がある。 
婦人会は，既に 1975 年くらいから会員の減少に悩み，1962 年に 2000 名だった会員は，2016 年には
65 名にまで減少している。 
4.3.2松川町の若妻会の発足と衰退 




組織になったとされ，1968（昭和 43）年には会員 580 名であったとされている。その後の推移につい
72 森谷 健 
 
 
て拾うと，1975（昭和 50）年会員 343 名，1983（昭和 58）年 21 グループ 294 名，1985（昭和 60）年












員会，2010，233）。その後の会員数についての記載をみると，1982（昭和 57）年，会員 47 名，1986









































































































（３）松川町（旧大島村）出身で現在も松川町に居住する本多勝一も，創刊時から 389号 2009(平成 21)
年８月まで，編集委員に名を連ねていた。 
（４）「館報まつかわ」は創刊から 192号 1979（昭和 54）年 10月までは「まつかわ」の題字であった
（松川町史第二巻編纂専門委員会，2010，181）。本稿では，192 号までについても「館報まつかわ」
と表記する。 




  （公明選挙） 
   ２号［1956（昭和 31）年 11 月 15 日］， 30 号［1960（昭和 35）年６月 15 日］ 
   31 号［1960（昭和 35）年７月 15 日］， 32 号［1960（昭和 35）年８月 15 日］ 
  30 号，31 号，32 号の記事に立てられた項目は，30 号から連番で数字が打たれており，連載が意図さ
れている。 
  （町長選挙） 
   33 号［1960（昭和 35）年９月 10 日］， 34 号［1960（昭和 35）年 10 月 15 日］ 
   67 号［1964（昭和 39）年９月 27 日］， 96 号［1968（昭和 43）年９月 1 日］ 
  （町議会選挙） 
   36 号［1960（昭和 35）年 11 月 30 日］， 69 号［1964（昭和 39）年 11 月 17 日］ 





４号［1957（昭和 32）年４月 20 日］， 12 号［1958（昭和 33）年４月 1 日］， 
21 号［1959（昭和 34）年６月 30 日］， 30 号［1960（昭和 35）年６月 15 日］， 
39 号［1961（昭和 36）年４月 20 日］， 49 号［1962（昭和 37）年６月 10 日］， 
56 号［1963（昭和 38）年４月 20 日］， 64 号［1964（昭和 39）年６月 13 日］， 
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73 号［1965（昭和 40）年４月 29 日］， 79 号［1966（昭和 41）年４月 20 日］， 
86 号［1967（昭和 42）年５月 1 日］， 94 号［1968（昭和 43）年６月 1 日］ 
（９）高木は，下伊那地域の生活記録文集発行状況を網羅的に調べているが，松川町については，「あじ
さい」と「ははこぐさ」が取り上げられている一方で，1962 年婦人会合併によって創刊され，平成







北村順生，2012，「地域メディア」，『現代社会学事典』（大澤真幸, 吉見俊哉, 鷲田清一編），弘文堂 
————————，2013，「社会情報学と地域メディア」，「社会情報学」第１巻３号，社会情報学会 




熊谷宗明，2005，「公民館報編集部員から生まれた異人誌『月刊はこべ』と地域づくり」『公民館 60 年 
人と地域を結ぶ「社会教育」』，「月刊社会教育」編集委員会，国土社 
高木重治，2013，「下伊那における婦人文庫・生活記録文集活動」「学術研究（人文科学・社会科学編）」，
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松川町公民館「平成 20 年度公民館運営審議会資料」 
 http://www.matsukawa-town.jp/cms-sypher/open_imgs/info/0000005829.pdf（最終閲覧日：2016 年３月 10 日） 
松川町役場トップページ 
 http://www.matsukawa-town.jp/（最終閲覧日：2016 年３月 10 日） 
松川町役場「松川町人口ビジョン～人口の現状と将来目標」 
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農林水産省「わがマチ・わがムラ（市町村データ）」 




 (目 的) 
第１条 
この会は，会員のボランティアにより，地域文化の発展と福祉の向上に寄与することを目的とする。 
 (会 員) 
第２条 この会は，第１条の目的に賛同し，尚且つ会費を納入する会員をもって構成する。 

















 (運 営) 
第５条 















参考資料２ 「はこべ」473 号（2016 年８月）掲載内容（【 】は筆者の注） 



















ミニ戦争展 2016 平和を考えるつどい【他団体イベント告知】 




参考資料３ 「館報まつかわ」97 号前後の「主張」欄（掲載されていない号は除く） 
西暦 96号までの「主張」欄の見出し 
1956 1号 松川町の誕生に当たり，2号 町議選挙は公明に 
1957 3号 みな槌を持て，5号 梅雨期を前にして，6号 十六ミリ劇映画に望む 
1958 15号 水利慣行に思う，17号 取り残された有線放送 大島地区の住民は叫ぶ 
1962 46号 異常の慢性化＜会議のあり方＞，町政に望む（町民投稿），汚職を一掃し町政刷新を期待す
る（町民投稿），47号 適当な休養を 農休みの励行，48号 会合は時間正確に，49号 会議の在
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り方 その一 おれひとりぐらい欠席しても，51号 会議の在り方（二），52号 民主主義のルー
ル，53号 青少年の非行問題に思う 親の在り方 
1963 54号 成人の日を迎える諸君に，55号 成人病予防を考えよう，57号 婦人学習グループの在り
方，58号 子供は何人，何時 産むのがよいか，59号 郡下の青少年の非行の実態とその反省，60
号 総選挙への心構え，61号 交通事故をなくそう 
1964 63号 公民館報の在り方，64号 町の婦人会へ一つの提案，65号 憲法は改定すべきか否か
（一），66号 憲法は改正すべきか否か A改正論，67号 町議選はどうあるべきか，68号 新し
い町政に望む，69号 町議選を省みて 
1965 70号 「巳」は再出発の年，71号 成人式について，72号 高校合格の諸君へ，73号 社会教育の
進展を，74号 参議院選を省みて，76号 親と子の問題 
1966 77号 国会と日韓条約への不安，78号 高校入学の諸君へ，79号 財産区解消は円満に，80号 女
子高校生事件をどう考えるべきか，81号 社会開発と公民館活動，82号 町政実施十周年を迎えて 
1967 83号 今年こそ会合時間は正確に，84号 総選挙に思う，85号 町営水道について，87号 残念だ
った選挙違反者の減刑嘆願運動，88号 夏休みをどう過ごしたらよいか，90号 町民運動会の持つ
意義と性格 
1968 91号 民主主義の再確認，92号 エンタープライズの寄港に思う，93号 長生きするにはどんな食




1968 97号 町議選をふりかえって，98号 温故知新 
1969 99号 公民館活動の方向，100号 館報 100号にあたって，101号 近づく総選挙 
1970 102号 風林火山に思う，103号 公民館活動と施設，104号 新生活運動のもりあがりを 
1971 105号 待望の施設完成にあたり 社会教育のために大いに活用を，106号 参議院選 この一票に
責任を，107号 郷土の文化財を守ろう 
1972 108号 美しき郷土を，109号 住みよい環境づくりを！！，110号 いまいちど考えたい健康管
理，111号 理想選挙を目指して，112号 社会体育と人間回復，103号 ふる里を思う心，114号 
趣味と生きがい，115号 乱開発をおそれる，116号 町議選をかえりみて 
1973 117号 ふるさとの味，118号 四十七年度をかえりみて，119号 文化財保護を考える，120号 学
習権，121号 さまざまな学習の場，122号 人間尊重とくらし，123号 青年に望むもの，124号 
多い無駄，125号 付和雷同の世相 
1974 126号 新しい年への期待，127号 老人の願い，128号 総論と各論，129号 石油危機に思う，
130号 公民館の方針，131号 参議院選挙を憂う，132号 婦人集会の功績を期待，133号 たのし
い遊歩道，134号 禍福を変ずる力，135号 迫られる生活の合理化 
1975 136号 輝く記念の年に（公民館長），137号 統一地方選挙によせて 自覚ある一票を，138号 
研究集会より 分館のあり方について，139号 新しい年度を迎えて 各分館の活動に期待，140号 
郡市生活改善推進連絡会発足 生活改善運動の組織化，141号 国際婦人年におもう 若妻会の発展
を希って，142号 夏休みをひかえ あすの青少年のために，143号 若者よ，老人を大切に，144
号 温かい思いやりを 青い芝の会，145号 心を豊かにする読書，146号 賢い消費者 生活防衛
を考えよう 
1976 147号 混迷を乗り越えて，148号 関係団体の発展を願う，149号 第 5回 クラブ発表会を省み
て，150号 サービス過剰と甘えの時代 
 
原稿提出日   2016 年 ８月 19 日 
修正原稿提出日 2016 年 11 月 14 日 
